
公益財団法人ひろしま美術館 早稲田学区社会福祉協議会

昭和53年に創
業100周年を迎え
た広島銀行が、
地域と共に歩んだ
戦後の歴史の記
念事業として同年
11月に「ひろしま
美術館」を設立・開館。広島が平和文化都市の建設を目指し、
市民が一体となって歩んできたなか、人々が必要としていたの
は心の喜びとやすらぎの場であると考え、「愛とやすらぎのため
に」をテーマに、原爆犠牲者への鎮魂と平和への願いを込め
て構想10数年を経て誕生しました。
平成17年4月からは館内のホールで毎月第2土曜日に「ミュー

ジアム・コンサート」がスタート。演奏する場を提供し、地元に
ゆかりのある演奏家の支援をすると共に、名画等の美術品に
囲まれた特別な雰囲気の中で、来館者にコンサートを楽しんで
もらうのがねらいです。日頃、生演奏に触れる機会のない人も
気軽にコンサートを楽しめるとあって、毎回約200席が満席に
なるほどの人気ぶりでリピーターも多いといいます。「ミュージア
ム・コンサートを始めた当初は、美術館でコンサートというのが
珍しく、演者との距離が近く一体感のあるコンサートは好評で、

徐々に人々の関心も高まっていきました」と話すのは、事務局
長の幸本裕行さん。

美術と音楽の相乗効果で、心にやすらぎをもたらす
「ミュージアム・コンサート」
年12回開催されるミュージアム・コンサートは、ピアノやヴァイ

オリン演奏、オペラなどにとどまらず、尺八、三味線といった日
本が誇る芸能文化など、より多くの人がさまざまなジャンルの音
楽に親しめるよう企画しています。公演はアンコールも含めて
約60分。地元で活躍している演奏家や広島交響楽団の楽団
員、エリザベト音楽大学の講師など多くが出演しています。演
者は自薦・他薦ですが、ひろしま美術館のホールは音響効果
が高いことや、名画等との共演という豪華なシチュエーションに
出演希望も増えているそうです。
ミュージアム・コンサートを毎回楽しみに来館される人はもち
ろん、たまたま美術館を訪れていた人も「思いがけず生演奏を
聴けて感動した」と、コンサート終了後に寄せられたアンケート
には多く記されています。「名画や音楽など本物の芸術に触れ
ることで、心が満たされていくような瞬間を感じてもらえたらうれ
しい」と話す事務局の面川さん。そのきっかけづくりとしてこの
コンサートを今後も提供し続けたいと願っているそうです。

▶事務局長　幸本 裕行さん
こうもと ひろゆき

みささ日本語交流ひろば　にじいろ

ひと・まち広島未来づくりファンドH㎡は、市民・企業・行政が力を
合わせて、市民のまちづくり活動を長期にわたり支え育てていくため
に設けられた基金です。私たちの住む広島のまちをよりよくしていく
ために、できるだけ多くの皆さまからの寄付をお願いします。

振 込 先

口座名義 公益信託広島市まちづくり活動支援基金寄付金受入口
※手数料は自己負担となります。
※この公益信託への寄付に対して税の減免はございません。
※頂戴したご寄付は、毎月末日締めにて集計し、翌月の5日（休日
の場合は翌営業日）に基金へ寄付させていただきます。

寄 付 お 願 いの

Ｈ㎡
ひと・まち

広島未来づくり
ファンド

ふむふむ

（公財）広島市文化財団では、市民の皆さんの自主的
なまちづくり活動を支援し、市民、企業、行政の協働
によるまちづくりを推進するための仕組みづくりとして、
公益信託による基金「ひと・まち広島未来づくりファン
ドH㎡（ふむふむ）」を設けています。
この基金は、心豊かでいきいきとした市民社会づくり
を目指すため、市民の皆さんの自主的なまちづくり
活動に対する助成事業を行っており、助成先は、学識
経験者などで構成する運営委員会が公開審査し、
決定します。
これまでの助成団体や助成額等については、（公財）
広島市文化財団ひと・まちネットワーク部のホーム
ページでご覧いただけます。

公益信託広島市
まちづくり活動支援基金

ひと・まち広島
未来づくりファンド

基金の愛称『Ｈ㎡(ふむふむ)』とは…【ひと（Hito） まち（Machi） 広島
（Hiroshima） 未来づくり（Miraizukuri）ファンド】の略で、頭文字（ＨＭ
ＨＭ）をとって＂ふむふむ＂と読みます。［ひと］と［まち］をつなぎ、［広島］
の［未来］を創造するファンドで、みんなが＂ふむふむ＂と納得しながら共
感が広がっていくまちづくりをイメージしています。

Ｈ㎡ふむふむ

http://www.cf.city.hiroshima.jp/hitomachi/HP

▲ミュージアム・コンサートの様子（令和5年9月9日）

広島市東区早稲田学区内にお
ける社会福祉活動の効率的な運
営と組織的推進、地域住民の社
会福祉に対する理解と関心を住
民が一致協力して行うことを目的
に、平成12年6月に発足しました。
平成18年からは、地域住民自らが「まちづくりプラン」の策定

を開始。5年周期で見直しを図る中、平成26年8月豪雨により
広島市安佐北区・安佐南区で土砂災害が発生。三方を牛田
山などの山に囲まれた早稲田学区内でも、同様の災害が起き
る可能性を危惧し、防災・減災意識を高める必要性があると
感じたそうです。

防災まちづくりを通して、
世代を超えた地域の絆をより強く
「戸建て住宅、マンションが並ぶ早稲田学区内には、約
2,000世帯、6,000人近くが住んでいます。平成30年7月の西日
本豪雨では、学区内で土石流、がけ崩れが数カ所起きました。
危機意識も高まり、それまでの福祉のまちづくり活動や防犯活
動、子育て世代の活動に加えて、わせだ防災プラン（地区防
災計画）も作成し、防災まちづくりに力を入れ始めました」と事

務局次長の川島孝さん。
当初は、川島さんを含め、学区内に住む16人（西日本豪雨
発生時は、防災士は7人）の防災士を先導役に、主に大人中
心に地域防災活動を実施していましたが、地域の子どもたちも
一緒に活動に参加し、その保護者も巻き込めば幅広い世代で
の活動になると考えて、令和5年からは「ジュニア防災リーダー
養成活動」をスタートしました。それまで中学生は学校のコミュ
ニティスクールで防災講座を学んでいたため、違和感なく取り
組めたそうです。
「養成活動には、学区内の小学生と中学生合わせて15人が
参加。4月のリーダーミーティングを皮切りに、災害時にはかま
どになるベンチを備えた防災公園の整備。学区内の土砂災害
危険箇所を確認しながらのハイキングなどを、定期的に開催。
令和6年3月には一年間学んだ事を確認するジュニア防災士テ
ストも行う予定です」。
ジュニア防災リーダーを中心に、子どもたちの防災への意識
を高めることで、子ども自らが防災について考え、いざという時
に率先して行動できる。さらに、子どもの世代から地域活動に
関わる仕組み作りができれば、大人になっても自発的に地域の
活動に関心を持って参加することができると、皆さんは期待し、
今後も活動していくそうです。

▶事務局次長　川島 孝さん
たかしかわしま

外国籍の住民と地元住民の
コミュニケーションや、イベントな
どの交流を通した相互理解など、
多世代・多国籍の住民が楽し
む場所づくりを目的に、令和4年
3月に設立された「みささ日本語
交流ひろば　にじいろ」は、三篠公民館にて毎月第2第4水曜
日と第1第3日曜日に活動しています。代表で日本語教師の杉
本麗次さんと、ボランティアスタッフ約25人で運営しています。
ボランティアスタッフは地元住民がほとんどで、参加のきっかけ
は公民館だよりやホームページなど。小学生から80代まで幅広
い年代がボランティアで参加しています。
にじいろが大切にしているのは「やさしい日本語」を使うこと。

「ゆっくり話すとか、かみくだいて短く話すとか。ちょっとした気
遣いがあれば相手に伝わるようになるんです」と話すのはス
タッフの横目玲さん。それでも当初はなかなか上手くいかず、
一度きりの外国人参加者も多かったといいます。「リピーターが
少ないのはさすがにショックでした。外国人参加者に満足して
もらうにはどうすればいいのかみんなで考え、試行錯誤を繰り
返し、いまでは口コミやSNS、公民館だよりなどで広がり、参加
者も増えました」と、笑みを浮かべます。

日本語を通した交流を中心に地域にとけ込み
居心地の良い環境づくりをサポート
いつでも自由に参加できるよう特にテーマを決めず、当日の
参加者のニーズに合わせて進めていくのがにじいろの特徴。
子どもが通う幼稚園で保護者同士の会話に役立つ日本語を学
ぶ中国人女性や、インターンシップで来日し、日本語検定に向
けてテキストをもとに学習をすすめるインドネシアの女性など、
それぞれのニーズに合わせて、その分野に適したスタッフが柔
軟に対応しています。
また、イベントでの交流を通して学ぶことも大切と考え、夏に
は浴衣を着て花火大会に参加したり、参加外国人の母国料理
をみんなで楽しんだり。秋には三滝寺にもみじ狩りに行ったりと、
スタッフと参加者のコミュニケーションをとても大切にし、国籍・
年齢もさまざまな仲間が世代を超えて楽しく学んでいます。
杉本さんは「一方通行では成り立たない。双方向で学ぶこと

ができるのが交流のいいところ。私たち日本人スタッフも外国人
参加者の皆さんから学ぶことは多いんです」と笑顔。「外国籍
の住民が地元にとけ込み居心地の良い環境を提供できるよう、
これからもいろいろやっていきますよ！」と意気込みを語ってくれ
ました。

▶代表　杉本 麗次さん
すぎもと れい じ

公益財団法人ひろしま美術館 早稲田学区社会福祉協議会

▲かまどベンチを作る様子
（ジュニア防災リーダー養成活動）

広島銀行広島市役所支店／別段預金  No.3000017

https://www.hiroshima-museum.jp/event/concert.html https://www.waseda-jisyubo.net

https://www.instagram.com/japanese_culture_exchange/

おもかわ

▲ボランティアスタッフと外国籍の
　住民の皆さん

よこ めりょう

H㎡助成支援団体のご紹介
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ふたばの日（二葉の里歴史の散
歩道定期ガイド）

毎月28日に「二葉の里歴史の散歩
道ボランティアガイドの会」が実施して
いるガイドツアーです。
日　時  毎月28日
午前 10 時～12 時半（雨天決行）
10 分前までに集合
※当日午前 8 時に大雨警報等が発表
の場合は中止。
場　所  定期コース：①らくらく七福神
コース②国宝探訪健脚コース③見晴ら
し満喫コース④合格祈願コース⑤西国
街道コース
集　合  JR 広島駅新幹線口 2 階ペデ
ストリアンデッキ中央円形部分
内　容  参加者は、5つの定期コース
の中から選んで散策する。それぞれの
コースにボランティアガイドがついてい
る。
水筒、帽子、動きやすい服装、歩きや
すい靴で参加する。
高齢者いきいきポイント活動対象事業、
広島広域都市圏ポイント対象事業。
定　員  なし
対　象  どなたでも
参加費  無料
申　込  予約不要
※毎月28日に集合場所へ行く
問合せ  東区地域起こし推進課
☎ 082-568-7704
主　催  二葉の里歴史の散歩道ボラン
ティアガイドの会、広島市東区役所

ひと・まち広島未来づくりファンドH㎡
まちづくり市民活動展

広島のまちづくり、市民社会づくり活
動団体を支援するH㎡（ふむふむ）。助
成を受けた 11団体が、半年間の活動
をロビー展示でご報告します。
日にち  11月29日（水）～12月10日（日）

場　所  合人社ウェンディひと・まち
プラザ（広島市中区袋町 6-36）南棟 1
階ロビー
問合せ  （公財）広島市文化財団ひと・
まちネットワーク部管理課事業係
☎ 082-541-5335

三滝少年自然の家からのお知らせ

Ⓐさたぼーのクラフト教室
自然木を使った家族で楽しむ干支の
置物づくりを通して、家族の絆を深め
ます。
日　時  令和 6 年 1月6日（土）
午前の部：午前 9 時半～11時半
午後の部：午後 1時半～3 時半
内　容  自然物を使用したクラフトを
通し、三滝の里山の自然に親しむとと
もに親子の絆や交流を深める。
定　員  各部 10 家族（先着順）
対　象  小学生とその保護者
参加費  作品 1つにつき150 円と保険
料 30 円（人数分）
申込受付期間  令和 5 年 12月1日（金）
～12月15日（金）
申　込  電話申込 午前9時～午後5時

Ⓑ親子で星空観察＆夜景を楽しもう
in 三滝
天体望遠鏡などを使用して、星空や
夜景を楽しんだり、星空観察に必要な知
識などを家族で一緒に学んだりします。
日　時  令和 6 年 1月20日（土）
午後 6時～ 8 時
内　容  星空についての講義、観察など
定　員  20人程度（定員を超える場合
は抽選）
対　象  小学生以上の子どもとその保

護者（対象年齢未満のお子さんを連れ
て来ることはできません。）
参加費  1 人 50 円（保険料、資料代
など）
申込受付期間  令和 5 年12月1日（金）
～12月10日（日）※必着
Ⓒふれあいキャンプ
不登校児童生徒を対象として、自然
体験活動や集団宿泊活動など普段でき
ない経験をする機会を提供し、社会性
や自立への力を育みます。
日にち  令和 6 年 2月15日（木）～
16日（金）1泊 2日
内　容  自然散策、クラフトなど
定　員  36人（定員を超える場合は抽
選）
対　象  不登校児童生徒適応指導教
室に通う小学校 5年生～中学校 3年生
参加費  3,000 円（食費、保険料、資
料代、薪代等）
申込受付期間  令和 6 年 1月1日（月）
～1月15日（月）※必着
Ⓓ三滝自然ワンダーランド
自然散策、キャンプファイアなどの自
然体験活動や、集団宿泊生活を体験し
ます。
日にち  令和 6 年 3月2日（土）～3
日（日）1泊 2日
内　容  自然散策、キャンプファイア
など
定　員  36人（定員を超える場合は抽
選）
対　象  小学校 3 年生～ 6 年生
参加費  2,400 円（食費、保険料、資
料代、薪代等）
申込受付期間  令和 6 年 1月1日（月）

～1月15日（月）※必着
※Ⓑ～Ⓓ共通事項

申　込  Ⓑ～ⒹホームページのWEB
フォームからか、事業名、郵便番号、
住所、電話番号、参加者（Ⓑは参加者
全員分）の名前とふりがな、性別、年
齢、学校名（Ⓒは適応指導教室ふれ
あい〇〇）・学年、保護者名を記入し、
84 円切手を貼った返信用封筒（長形 3
号で宛先を記入）を同封して「三滝少
年自然の家」まで郵送で申し込んでく
ださい。
開催場所・申込・ 問合せ  広島市三滝
少年自然の家（〒 733-0802 西区三滝
本町一丁目73-20）
☎ 082-238-6301
URL  http://www.cf.city.hiroshima. 
jp/mitaki-c/

二葉公民館からのお知らせ

多様性は誰の中にも
ーセクシュアリティをめぐってー
性的少数者（LGBTQ＋）への正し
い理解を深めるための講座です。
すべての人が、自分らしく生きること
ができるよう、ぜひ、ご参加ください。

場　所  二葉公民館 6階研修室 1
定　員  20人（先着順）
対　象  どなたでも
参加費  無料
申込受付期間  令和 6 年 1月4日（木）
～各講座前日まで
申　込  二葉公民館へ来館または電
話にて申込
問合せ  二葉公民館（〒732-8510東区
東蟹屋町 9 番 34号
東区総合福祉センター5階・6階
☎ 082-262-4430 082-262-4451

広島プロミシングコンサート2023

今年 6月の「第 44 回広島市新人演
奏会」で優秀演奏者に選ばれた4 名
が広島交響楽団と共演。若手音楽家
によるフレッシュな演奏と迫力ある生の
オーケストラを同時に楽しめる贅沢なク
ラシックコンサートです。
日　時  令和 5 年 12月6日（水）
午後 6時半～ 8 時半
※開場：午後 5時半
場　所  JMSアステールプラザ大ホー
ル（広島市中区加古町4-17）
入場料  一般：2,500 円（当日3,000 円）
小・中・高校生：1,500 円（当日1,800 円）
出演者  半田泰輝（トランペット／東京
音楽大学出身）
服部哲司（サクソフォン／広島文化学園
大学出身）
本庄真菜（サクソフォン／広島文化学園
大学出身）
水野恵（ピアノ／エリザベト音楽大学出身）
指揮：鈴木織衛
管弦楽：広島交響楽団
チケット取り扱い  エディオン広島本店、
チケットぴあ（P コード：250-493）、
ローソンチケット（Lコード：62338）、
JMSアステールプラザ、各区民文化セ
ンター（安佐北区民文化センターを除く）
主催・問合せ   広島市文化財団企画事
業課
☎ 082-244-0750 082-245-0246
URL https://artscouncil-hiroshima.jp

ジュニアウインドオーケストラ広島
成果発表コンサート

“ジュニアウインドオーケストラ広島プ
ロジェクト”はひろしま国際平和文化祭
実行委員会が実施する広島広域都市圏

構成市町在住の中高生を対象とした音
楽教育プログラムです。
4月から指揮者の下野竜也氏をはじ
め、プロの演奏家からの講義や演奏
指導を受け、練習やアンサンブル演奏
を重ねてきました。年の瀬を迎える中、
心豊かなひと時と若さ溢れる演奏をお
届けします。皆様お誘いあわせの上、
是非ご来場ください。
日　時  令和 5 年 12月28日（木）
開演：午後 1時半
開場：午後 0 時 45 分
場　所  JMSアステールプラザ中ホー
ル（広島市中区加古町4-17）
入場料  無料
※演奏中の入場はできません。
出演者  ジュニアウインドオーケストラ
広島
広島ウインドオーケストラ
指揮：下野竜也
指揮：山上孝秋
指揮：高木玲音
協　力 エリザベト音楽大学
問合せ  ひろしま国際平和文化祭実行
委員会
☎ 082-245-0261 082-504-5658
主　催  ひろしま国際平和文化祭実行
委員会

（公財）マツダ財団からのお知らせ

Ⓐ第 40 回（2024 年度）市民活動
支援（青少年育成関係）支援先団
体募集！
いろいろな体験を通して次代を担う
青少年の成長を促進する市民活動を応
援します。一緒に地域を盛り上げましょ
う！ご応募お待ちしています。
対象となる活動  青少年健全育成のた
めの、民間の非営利活動。

イベントイベント

助 成助 成

１

日 時 2月10日（土）14：00 ～16：00

テーマ 性的少数者（LGBTQ+）への寛容度は
社会の幸福度　正しい知識を学ぼう

講　 師 河口 和也さん（広島修道大学教授）

２

日 時 3月2日（土）14：00 ～16：00

テーマ 「自分らしく生きる」―こころもからだ
もいろいろ、彩り豊かでええじゃん―

講　 師 當山 敦己さん
（ここいろhiroshima 共同代表）

▲昨年度（2022）のコンサートの様子



受付期間

「プラザ主催事業のご案内」に
関する申込・お問合せは・・・

広島市まちづくり市民交流プラザ

〒730-0036 広島市中区袋町6番36号
（合人社ウェンディひと・まちプラザ）
☎082-545-3911    082-545-3838
URL http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

1413

後 2 時～3 時
（開場：午後 1時半）
定　員  100人（先着順）
参加費  無料
申　込  電話・FAX・E-mail・窓口で。
申込受付期間  12 月1日（金）～1月
9日（火）
※定員になり次第、締め切ります。
場　所  合人社ウェンディひと・まち
プラザ（まちづくり市民交流プラザ）
北棟 6階マルチメディアスタジオ

「トランペットとピアノで奏でる
名曲コンサート」

トランペットとピアノが奏でる素晴ら
しい音楽をどうぞお楽しみください！
出演者 LIBRA
トランペット 住吉真佳
トランペット 住吉修三
ピアノ きくちリイコ
日　時  令和 6 年 2月11日（日）午
後 2 時～3 時
参加費  無料
申　込  不要。直接会場にお越しくだ
さい。
※来場者多数によりロビーの利用に支障
が生じると判断した場合、鑑賞いただく
席の制限を設けさせていただきます。
場　所  合人社ウェンディひと・まち
プラザ（まちづくり市民交流プラザ）
南棟 1階ロビー

市民活動団体運営支援講座
思いついた企画をチームに伝え
るためのたたき台作り

思いついた企画をチームに上手く伝
えるための、ザックリとした「たたき台」
作りを一緒に学びましょう。
日　時  令和6年1月23日、1月30日、
2月6日、2月13日 火曜日 午後 7 時
～ 9 時［全 4回］
定　員  20 名（先着順）
対　象  市民活動や地域活動などに
関わり（これから始めようと思っている
方でも可）、
原則 4回参加できる方
参加費  無料

講　師  有限会社ユニペック 代表取
締役 前田秀雄さん
申　込  電話・FAX・E-mail・窓口で
申込受付期間  11月15日（水）～1月
19日（金）
※定員になり次第、締め切ります。
場　所  合人社ウェンディひと・まち
プラザ（まちづくり市民交流プラザ）
北棟 6階マルチメディアスタジオ

よか楽しびとの会

ちょっとした空き時間からしっかり使
える休日まで、余暇を自分らしく生か
す方法を一緒に考える会です。相談員
や参加者のお話を参考に、“いきいき
人生 ”を考えてみませんか？
日　時  令和 5 年 12月16日、令和 6
年 1月20日、2月17日、3月16日
いずれも土曜午後 2 時～3 時
※開場は午後 1時 50 分
定　員  20人
申込開始日  各月 1日から受付開始

（1月は 4日より受付開始）※定員にな
り次第、締め切ります。
場　所  合人社ウェンディひと・まち
プラザ（まちづくり市民交流プラザ）
相談員  余暇開発士、レクリエーショ
ン介護士など
※希望者には、15 時より個別相談を行
います。個別相談は、原則お申し込み
が必要です。相談時間は一人 15 分間、
2 組程度。

パソコン講座

エクセルやワードなど、身近なソフト
を使用した、実用的な学習会です。
申込方法  往復はがき、ファクスまた
はメール（m-plaza@cf.city.hiroshima.
jp）で講座名・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号・ファクスでお申込みの方は
ファクス番号を記入のうえ申込期間内に
合人社ウェンディひと・まちプラザ（ま
ちづくり市民交流プラザ）へお申込み
ください。
※電話による受付は行っていません。
定　員  ①②各 30人
※申込多数の場合は抽選

場　所  合人社ウェンディひと・まち
プラザ（まちづくり市民交流プラザ）
北棟 6階マルチメディア実習室

パソコンサロン

基本的なパソコン操作に自信のない
方を対象にパソコンを無料開放します。
会場には ICTボランティアがいますの
で、わからないことがあれば気軽にお
たずねください。
日　時  令和 5 年 12 月 3日、10 日、
17日、24日
いずれも日曜午後 1時半～ 4 時半
申　込  不要
※パソコンの開放台数は 20 台
※パソコンの持込みはご遠慮ください。
場　所  合人社ウェンディひと・まち
プラザ（まちづくり市民交流プラザ）
北棟 6階マルチメディア実習室

●ボランティア育成
●若者の居場所づくり
●自然とのふれあい
●科学体験・ものづくり
●地域連携・コミュニティづくり
●国際交流・協力
特に、青少年の参画度の高い活動、創
意工夫を育てる活動、地域での様々な
ささえあい活動、学校と地域が連携す
る活動、次世代のリーダーを育てる活
動等を期待しています。
支援金額  総額 800 万円（1件当たり
10 ～ 50万円、約 30 団体）
募集期限  2024 年（令和 6 年）1月
15日（月）
URL  https ://mzaidan.mazda .
co.jp/bosyu/city/index.html
Ⓑ第 4回「若者×ツナグバ」参加団
体募集！
青少年の最後のステージともいうべき

「社会人になる直前の若者」「社会に出
て間がない若者」が今の社会に希望を
持ち自立していくことを応援します。広
島県、山口県のいろいろな若者グルー
プとの交流で視野を広げてみませんか？
対象となる活動  若者が地域社会のた
めに行う非営利の活動。
対象団体  若者※が5名以上の団体で、
代表・副代表とも若者であること。
※ 2024 年（令和 6 年）4月1日時点で
満 18 歳以上 30 歳未満の人。
支援金額  総額 150 万円（1件当たり
上限 30万円、5～ 7団体）
募集期限  2024 年（令和 6 年）1月
15日（月）
URL  https ://mzaidan.mazda .
co.jp/wakatsuna/index.html

※ⒶⒷ共通項目
募集地域  広島県、山口県
支援期間  2024 年（令和 6 年）4月1
日～2025 年（令和 7年）3月31日の1
年間
応募方法  上記マツダ財団ホームペー
ジから申請書をダウンロードし、必要
事項を記入して電子メールで下記申込
先に申請してください。（郵送不可、募
集要項、応募方法等の詳細は上記ホー

ムページを参照ください）
オンライン説明会  2023 年（令和 5 年）
12月6日（水）午後 2 時～3 時半、12
月15日（金）午後 7時～ 8 時半
※事前予約制です。マツダ財団ホーム
ページで確認のうえ、メールにてお申
込みください。
申込・問合先  公益財団法人マツダ財団
事務局
〒730-8670 広島県安芸郡府中町新地
3-1マツダ株式会社内
MAIL  mzaidan.sj@mazda.co.jp
☎ 082-285-4612

（公財）広島市文化財団令和 6
年度上期文化活動助成事業募集

広島市内で文化活動をしている団体
又は個人が、広島市内で行う文化活動
の成果を発表する事業に要する経費の
一部を助成します（審査あり）。
対象となる団体又は個人  
①文化活動の場が主として広島市内で
あること
②個人又は団体の構成員及び出演者・
出品者の 5 割以上が、広島市内に居
住又は通勤・通学していること
③団体の事務局の所在地又は連絡先
が広島市内にあること
④目的、組織、代表者等団体の運営に
必要な事項についての定めがあること
⑤国・地方公共団体・企業等が、資
本金・基本金その他これらに準ずるも
のを出資した法人でないこと
⑥非営利団体であること
対象となる事業  音楽、美術、演劇、
民俗芸能等の文化活動を行っている団
体又は個人が日頃の活動の成果を発表
する事業（出版物の発行及び学校行事
は除く）で、次に掲げる要件に該当す
るもの
①事業が広島市内で開催され、広く市
民に公開されること
②非営利の事業であること
③政治又は宗教活動に関わりのない事
業であること
対象事業の実施期間  令和 6年 4月1日
（月）～令和 6 年 9月30日（月）

助成の額  助成の対象となる経費の 2
分の1以内で、20万円を限度とします。
申込方法  所定の助成金交付申請書
に記入し、必要書類を添えて提出して
ください。
※詳細は下記ホームページをご覧くだ
さい。
受付期間  12月1日（金）～12月 28
日（木）午後 5時必着
※持参の場合は月～金の午前 9 時～
午後 5時まで受付。
申込・問合せ  
（公財）広島市文化財団企画事業課
〒730-0812 広島市中区加古町4番17号
☎ 082-244-0750   082-245-0246
URL  https://artscouncil-hiroshima.
jp/

なかちゃん音楽の輪
「広島少年合唱隊が贈るクリス
マスコンサート」

広島少年合唱隊の美しい歌声でクリ
スマスを感じてください！
出　演  広島少年合唱隊
日　時  12月16日（土）午前 11時～
12 時
（開場：午前 10 時半）
定　員  80人（先着順）
参加費  無料
申　込  電話・FAX・E-mail・窓口で。
申込受付期間  11 月 10 日（金）～12
月12日（火）
※定員になり次第、締め切ります。
場　所  合人社ウェンディひと・まち
プラザ（まちづくり市民交流プラザ）
北棟 6階マルチメディアスタジオ

「二胡とピアノで奏でる新春コン
サート」

二胡とピアノが奏でる素晴らしい音
楽をどうぞお楽しみください！
出演者  二胡：原田由紀さん
ピアノ：三浦雄希さん
日　時  令和 6 年 1月14日（日）午

講 座 名 ① Jimdoでホームページ作成講座

日 時 令和 6 年1/12、1/19、1/26、2/2
毎週金曜（全4回）19:00 ～ 21:00

内 容 無料サービス「Jimdo」を活用したサイ
ト作成の実習

対 象 パソコンの基本操作ができる中級者以上
の方

受 講 料 4,500 円（テキスト代込み）

申込期間 11月1日～12月20日（必着）

講 座 名 ②簡単！画像加工

日 時 令和 6 年1/14、1/21、1/28
毎週日曜（全 3 回）13:30 ～15:30

内 容 フリーソフト「GIMP」を活用したデジカ
メ写真の修整・加工方法を学ぶ

対 象 文字入力・パソコンの基本操作ができる方

受 講 料 3,500 円（テキスト代込み）

申込期間 11月1日～12月20日（必着）



大学と地域が協働し、
社会の課題に取り組む

いちだい地域共創プロ
ジェクト

広島市立大学・比治山
学区社会福祉協議会

テニス・卓球・バドミントン3つのスポ
ーツの

要素が詰まった広島生まれのスポー
ツ

広島県エスキーテニス連盟

垣根を越えて楽しめるスポーツ ボッチャで広島を盛り上げる

一般社団法人広島県ボッチャ協会

CLOSE UP 03

CLOSE UP 01

CLOSE UP 02

プラザ通信プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「令和6年3月下旬発行予定」です。令和6年4月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。［令和6年1月末日必着］

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、おもいやり駐車場は3台分用意
　しています。

※自転車・バイクの方は、近隣の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

プラザHP

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和5年11月30日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

市民活動人材育成講座
「アサーティブ・コミュニケーション」を開催しました。
当施設では、市民活動の活性化を目的としていくつかの講座を開催
しています。7月～ 8月に開催した「アサーティブ・コミュニケーション」
は全5回とボリュームのある内容で、18名の方が参加されました。
初めてプラザに来館する方、人と会話することが得意ではないけれ
ど苦手な部分を克服したい方、さまざまな方が顔を合わせることで、
初回スタート時には緊張した様子も見られましたが、ペアワークを通
じて意気投合していきました。
本講座は「相手に伝わるように
話す」ということを学習する講座
でしたが、そもそもアサーティブと
はどういったものなのかというとこ
ろから始まり、自己分析とシミュ
レーションを通じて理解を深めていきました。聞き手に伝わるような表
現と、相手が話しやすい間の取り方、物事を頼む際に情報を整理して
伝える方法を学ぶ中で、参加者同士の交流機会も増え、楽しい環境
の中で学習できたと思います。固定のペアではない方とのワークによ
り、相手に合わせた会話をするコツを実践により学ぶことができまし
た。また、参加者それぞれが持っている知識を生かし、市民活動に関
心をもつ参加者同士の意識向上につながりました。
参加者の中には、学習内容への興味・関心の他、高校時代の同級
生同士の参加もあり、ペアワークを実践することで新しい発見があり
ました。受講者の方からは「また参加したい、講師の方の進行がわか
りやすかった」といったご意見ほか有意義な様子が見られ、充実した

講座になりました。

令和5年度「市民活動団体等成果発表事業」
実施団体を募集しています。
当事業では、申請いただいた事業を審査した上でプラザが共催に

加わり、「成果発表の場の提供」及び「広報協力」を通じて市民活動
の支援を行っています。応募条件がありますので、申請いただく際は
予めプラザのホームページにて確認いただきますよう、お願いします。
それでは、今年度開催した2つの事

業について紹介させていただきます。
まず紹介させていただくのは、NPO

法人こころ21主催で実施した講演会
「心豊かな家庭環境をつくるために」で
す。当事業は7月29日（土）にプラザ北
棟6階マルチメディアスタジオを会場として開催しました。
広島にバスケでつながる風景をテーマに、広島ドラゴンフライズ選手
兼アシスタントコーチの朝山正悟氏より、スポーツの力・スポーツの教育
力などについてお話いただきました。
なかでも印象に残っているのは「継続することの大切さ」を熱心に伝

えられていたことです。幼少期よりバスケと向き合い、プロ選手として活
躍されてきた朝山選手の言葉だからこそ感じるものがありました。聴講
された皆様にとって有意義な時間となりました。
続いて紹介させていただくのは、認

定NPO法人ひゅーるぽんと広島市の協
働事業「広島市ピースアートプログラ
ム・アートルネッサンス2023」です。
2001年に始まり、障がいのある人の
アート作品展として今年で22回目を迎
えました。例年に比べ倍近い作品を展示するなど新しい試みを加えて
の開催となりました。プラザ北棟4階ギャラリーを会場に9月23日（土）
を初日として、9日間開催して計1,210人と多くの方に来場いただくこと
ができました。障がいのある人にとっての表現の場として、来場者は
アートの魅力を感じる場として有意義な機会になりました。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

アンデルセン

Vol.67

2023.11
霜降号

そうこう／朝晩の冷え込みがさら
に増し、北国や山里では霜が降
りはじめるころ。露が霜に変わり、
だんだんと冬が近づいてくる。

広島市
青少年
センター

▶らしっくレポート  広島には、身近にトップアスリートがいる！！夢と潤いのある「スポーツ王国ひろしま」の実現へ
▶らしっくコラム  骨から若返るSMILEエクササイズ®  ▶ようこそ！公民館へ～東区内公民館～
▶人材バンク 名人 宝人 達人   ▶H㎡助成支援団体のご紹介  ▶情報の森  ▶プラザ通信

連載

スポーツで
越える
さまざまな垣根

CLOSE UP

▲講演会の様子

▲作品展の様子

▲講座の様子




